
フォンナム村における次世代住宅型提案

3班 有可 武郎



～1975年
階数：1階

構造：木材柱+レンガ壁

屋根：瓦

前庭平均面積：58㎡

1975~2000年
階数：1階

構造：レンガ柱+レンガ壁

屋根：瓦、板金

前庭平均面積：36㎡

2000年～
階数：2階～

構造：RC壁+レンガ壁

屋根：板金、RC陸屋根

前庭平均面積：23㎡

論文、現地調査より



論文、現地調査より

前庭

・コミュニケーションの場

・子供の遊び場

・農作業の場

箱型住宅化により減少

→ ・自然から遠くなる

・コミュニケーションの場が減少



論文、現地調査より





レンガ

・修理のノウハウ・助け合い→

・ストック

論文、現地調査より

構造、屋根材のRC化

・住民間の助け合い文化がなくなる



3班 最終提出案

「 WAY BACK HOME 」



•ベトナム学生との考え方の違い

•日本人の感覚と、海外での設計

•建築を通して、海外の学生と交流する機会

交流後の考察



•日程、スケジュール

•村の人も含めたワークショップ

今後の改善点、展望


